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ＮＰＯのチカラ～それはキャリアをつくる 

日時：2009 年 8 月 27 日（木） 

   午後 1時 30 分～4時 30 分 

会場：交流ラウンジ 

１９９９年に特定非営利活動促進法が施行され、全国各地で特定非営利活動法人が誕生し、女性た

ちが参画する新たな場としてＮＰＯ活動が注目を集めている。本事業は、ＮＰＯ活動に参画してい

る女性たちのキャリア形成に着目し、ＮＰＯ活動の場がキャリア形成とつながっているのかについ

て検討した。研究者の調査研究結果からＮＰＯで活動する女性の現状と課題を報告とＮＰＯ活動の

実践者からの事例報告を受け、研究者を交えてシンポジウムを実施した。 

パネリスト／ 

広岡守穂（中央大学教授） 羽田野慶子（福井大学教員） 

石井布紀子（㈲コラボねっと代表） 

小森ひとみ（ＮＰＯ法人くすくす理事） 

松下光恵（静岡市女性会館館長） 

渋谷典子（ＮＰＯ法人参画プラネット代表理事） 

参加人数／ 48 人 （女性 45 人、男性 3 人） 

参加費／  500 円 

 

 

ご意見ご感想をいただきました 

・ NPO 活動の見方が変わりました。興味程度の活動というイメ

ージが強かったけれど、話を聞いてみて生きがいのある活

動エネルギーのみなぎる活動だと思いました。 

・ 最近特によく目にする「NPO」という文字。自分が意識して

いるのかどうかは分からないのですが、働き方、社会参加

が、今までにあるものだけではなく違う方向性が有ること

を理解できた気がします。 

・ 対価の発生しにくい働き方をしている NPO は現実たくさん

あると思います。活動が（個人の）キャリアをつくるんだ

けれども、(NPO 団体として)分析力や発信力、政策力などの

さまざまな力をつけることもやっぱ必要なんだと思う。 

・ 私は NPO 法人の有給スタッフをしていますが、さまざまな話

を聞けて、元気になりました。最後の NPO の事務局を育てる

力や食べていける力という話は、日常感じている事でした。

女性として、NPO 職員として自分の人生をゆっくり考えてみ

たいです。 

 

  

 

プランなごや２１ 

目標 1 意思決定・政策立案過程への女

性の参画 方針 1-2 男女共同参画に向

けての女性のエンパワーメント 目標

4 家庭・地域生活における男女の自立

と共同参画 方針 4-6 地域における男

女共同参画の促進 

 

名古屋市男女平等参画推進センター 指定管理者  

ＮＰＯ法人参画プラネット 
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